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ものづくりの
その先へ
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若い頃は、先のことなど考えない。美術短大で学
んだ後、お笑い芸人をめざした。6年間活動し
たが売れず、区切りをつけた。

　そこから陶芸の道へ。小さい頃からものをつくるのが好
き。短大で陶芸に触れ、心弾んだことを思い出した。滋賀
出身だったこともあり、信楽の窯業技術試験場で研修生と
して１年間陶芸を学び、150年ほど続く窯元に就職。土練り
などの基礎から展示まで、4年間必死で働き、多くを学んだ。
　独立後、世界各国の陶芸家が集まる自由な創作の場
「陶芸の森アーティスト・イン・レジデンス」に２カ月滞在した。
１日に何百もの器をつくる職人の世界と異なり、アートとして
の陶芸に刺激を受け、自分に何ができるか真剣に考えた。
　自分は何事も身につくのが遅いタイプ。今から伝統技法
で器をつくっても、早くから活動している作家には追いつけ
ないかもしれない──「練り込み」の技法に出会ったのは、
そんなとき。色の違う土を重ねて、金太郎飴の要領で模様
をつくり、器やオブジェに練り込む。手間はかかるが、花や
動物などの複雑なモチーフもできる。これは自分の武器にな
る、と感じた。
　自分の感性でつくったものが受け入れられるのは、素直
に嬉しい。思えば、芸人時代はどこか無理をしていて自分
を出せなかった。陶芸では、自分が良いと思ったものを良い
と思ってもらえる。それが楽しい。　
　今興味があるのは、作品の見せ方や空間づくり。例え
ば、子供を対象に作品に触れられる展覧会を開きたい。陶
芸展では、親が子供に「触っちゃダメ」と止めるのをよく目に
する。でも、子供たちにこそ、本物の作品に触れてもらいた
い。創作過程をきちんと説明すれば、大切に扱ってくれるは
ず。もし割れても、そこから学べることがある。大人向けに
も、単に作品をつくって並べるのではなく、空間づくりに合わ
せた作品をつくりたい。作品のある空間でどんな楽しみ方
ができるか、プロデュースしてみたい。
　もし向いていなかったら、やめよう。そんな気持ちで信楽
に来て10年。一度もやめようと思ったことはない。料理を引
き立てるのが器、というのも正しいが、この器を使いたいか
らこの料理、このカップでコーヒーを飲めば一日頑張れそう、
そんなふうに使う人の生活の楽しみを広げられるものを、つ
くり続けたい。
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